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補 正 情 報 

 

2023年1月14日 

 

肢別過去問（権利関係）に誤りがありました。つきましては、下記の通り訂正するとともに、

深くお詫び申し上げます。 

 

記 

 

P15  問９の解説 

修正前 

９ ○ 代理人が自己または第三者の利益を図る目的で代理行為を行った場合（代理権の濫用）、

原則として有効な代理行為となるが、相手方が代理人の目的を知っていたかまたは知ら

なかったが過失があった場合は、無権代理行為とみなされる。本肢では、代理人Ａは、

第三者の利益を図る目的でＢの代理人として行為しているが、相手方ＣがＡの目的を知

っており、Ａの代理行為は無権代理行為とみなされる。したがって、ＡＣ間の法律行為の

効果はＢに帰属しない。 

 

修正後 

９ × 代理人が自己または第三者の利益を図る目的で代理行為を行った場合（代理権の濫用）、

原則として有効な代理行為となるが、相手方が代理人の目的を知っていたかまたは知ら

なかったが過失があった場合は、無権代理行為とみなされる。本肢では、代理人Ａは、

第三者の利益を図る目的でＢの代理人として行為しているが、相手方ＣがＡの目的を知

っており、Ａの代理行為は無権代理行為とみなされる。したがって、ＡＣ間の法律行為の

効果はＢに帰属しない。 
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